
  
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 1３日  

京都市立九条塔南小学校 

校  長   奥野  利一 
九条塔南だより 

１２月に実施しました、「学校評価アンケート」にご協力をいただきありがとうございました。集計の結果をお知らせします。 

学校評価は、学校家庭が相互に高め合い、よりよい学校づくりを目的として行っています。今年度は、学校教育目標の達成を

目指し、「つながるための『柔軟性』『社会性』」「つながりを広げる『課題発見力』『実行力』」「つながりを広げるための『主体性』

『調整力』」の６つの力の育成をめざし、教育活動に取り組んでいます。児童・保護者へのアンケート結果をまとめましたのでご

報告いたします。 

 

 

・ 「授業はよくわかる」「人の話をしっかりと聞

き、学習に取り組んでいる」「宿題などの家

庭学習は、家できちんとできている」「自分

がやるべきことは、最後までやっている」の項

目について、高い肯定的な意見が出ていま

す。多くの児童が高い学習意欲をもって授業

に臨み、家庭学習などの課題についても最

後までやり切ろうとする姿が見えています。

一方で、「自分の思いや考えを進んで発表

する」「進んで読書をする」の項目について

は、否定的な回答の割合が多く、本校の課

題になっています。読書は、物語の世界に浸

ったり、偉人の半生を追体験することで、想

像力を高めたり、多様な表現に触れることで

語彙力を高めることができ、知識を増やすだ

けではなく、表現力の向上にもつながりま

す。朝のさわやかタイムなどを通して読書の

時間を確保するとともに、GIGA端末など、さ

まざまな ICT機器も活用しながら、思いや考

えを発表していく機会を設け、「伝える力」を

磨いていきたいと思います。 

・ 「ものを大切に使い、後始末ができている」

「相手に届く挨拶ができている」の項目が前

期に比べてやや低下しています。全体的にゆ

るみが見られる結果となっています。どちら

も、相手を意識することが重要であり、学校

生活が続く中で、おざなりになってしまいが

ちな部分です。「相手を大切に思う」「次の

人のことを考える」ことを徹底することで、相

手への思いやりを育むことにもつながります

ので、一つ一つの行動を大切にし、規律ある

姿を目指していきたいと思います。 

 

学校 

教育目標 

学校評価集計結果【児童へのアンケート】 令和５年１２月 オンライン回答（Microsoft Forms）形式にて実施 

肯定的 

回答 

否定的 

回答 

学校は楽しいですか。 

授業は、よくわかりますか。 

先生は、思いや考えを聞いてくれますか。 

授業中、人の話をしっかりと聞いて、学習に取り組んでいますか。 

授業中、自分の思いや考えをすすんで発表していますか。 

学習に必要な物は、忘れずに用意することができていますか。 

すすんで読書をしていますか。 

学校（学級）のきまりを守っていますか。 

学級の仲間（友だち）とは、なかよくできていますか。 

当番や係の仕事を、すすんでしていますか。 

自分がやるべきことは、最後までやっていますか。 

ものを大切に使い、あとしまつができていますか。 

相手に届くあいさつができていますか。 

宿題などの家庭学習は、家できちんとできていますか。 

家で、学校であったことを話していますか。 

自分のめあてに向かって努力していますか。 

友だちの気持ちを考えた言葉づかいができていますか。 

100% 
0% 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 前期に続き、「子どもが楽しく学校生活が送れる

ように、生活習慣を整えている」「『おはよう』や

『おかえり』などのあいさつを大人からするように

している」「子どもが家庭で学習できるように、環

境を整えたり、声かけをしたりしている」「子ども

の話をよく聞いたり、親子の触れ合いの時間を取

ったりするように心がけている」の４つの項目につ

いて、ほとんどが肯定的な回答でした。子どもた

ちが規則正しく、規律ある生活を送れるようにな

るために、意識的に環境を整えてくださったり、子

どもたちに声掛けをしてくださっている様子がう

かがえます。「早寝・早起き・朝ごはん」という言

葉があるように、規則正しい生活を送り、生活習

慣を確立していくことは、子どもたちの健やかな

発達や、学力の向上にもつながります。また、あい

さつをはじめ、人と言葉を交わし、あたたかな気

持ちを伝えあうことで、強い絆が生まれ、深い人

間関係が形成されます。一方で、特に高学年に

なるにつれ、ネットゲームやＳＮＳの利用などで生

活習慣が乱れ、学習意欲が低下している様子が

見られる児童もいます。生活習慣の乱れは学習

の乱れだけではなく、心の乱れにもつながります

ので、子どもたちが健やかに日々を送れるよう、

今後もご支援をいただければありがたいです。 

・ 新型コロナウイルス感染症が第５類に引き下げ

られ、多くの教育活動がコロナ禍前に戻して行え

るようになった一年でした。自由記述欄では、運

動会や参観・懇談などで子どもたちの頑張る姿

を参観いただけたことについて、多くの皆様から

肯定的なご意見をいただきました。一方で、今年

度は新型コロナウイルス感染症に加え、インフル

エンザなどの感染症も流行し、学級閉鎖となるク

ラスが相次ぎました。また、夏の猛暑もあり、学校

行事や教育活動について、実施する時期や内容

について見直す必要があるとのご意見もいただ

きました。熱中症対策、感染症対策は十分に行い

ながらも、ＩＣＴ機器を活用するなど、子どもたち

の力を伸ばす学習を継続していけるよう、取組の

見直し等を進めてまいります。また、今年度より連

絡システム「スクリレ」を活用しながら欠席連絡

等を行ってまいりました。今後も、保護者の皆様と

様々な媒体を活用しながら、連絡を細やかに取

り、子どもの育ちを共に支えていけるようにしてい

きたいと思います。 

 

 

・ 感染症対策については、以前ほど神経質にならなくてよくなり、学びの機会を失わずに過ごせるようになったと思う。一方で、消毒スプレ

ーの利用など、コロナ時期と比べると少し習慣が弱くなっているようにも感じる。そういった対策はインフルエンザにも有効だと思うので、

コロナで学んだことを活かす時だと思う。 

・ 3年間のコロナ禍により、カリキュラムが変わってしまったことで、保育園などとの交流の機会が減ってしまっている。インフルエンザなどの

感染症対策は必要だと思うが、保幼小交流や地域とのかかわりという点でも、交流の機会を増やしていってほしい。 

・ 「見守り week」など、ＰＴＡとしての取組も進めている。しかし、共働きが増えている今、保護者も忙しくて参加が難しくなっていると感じ

る。PTA活動全般を見直す時期ではないかと思う。 

学校評価集計結果【保護者へのアンケート】 令和５年１２月 オンライン回答（Microsoft Forms）形式にて実施 

肯定的 

回答 

否定的 

回答 

子どもは、楽しく学校生活を送っている。 

 
子どもは、家で進んで読書をしている。 

 子どもは、明るく元気なあいさつができている。 

 
子どもは、自学自習の習慣が身についている。 

 子どもは、誰とでもなかよくできている。 

 
子どもが楽しく学校生活が送れるように、生活習慣

（早寝・早起き・朝ごはん）を整えている。 

 
地域の図書館を利用するなど、本にふれ合わせた

り、読聞かせをしたりしている。 

 「おはよう」や「おかえり」などのあいさつを大人か

らするようにしている。 

 子どもが家庭で学習できるように、環境を整えた

り、声かけをしたりしている。 

 
学校や PTA、地域などの行事や取組に進んで大

人も参加し、まわりの人とかかわろうとしている。 

 
各学年からのおたよりや学校のホームページなどを通

して、学校の様子を知ろうとしている。 

 
家庭でも、学校のきまりを掲示するなどして、いつも

守らせている。 

 インターネットや SNSの利用について、家庭で約束を

決め、守るようにしている。 

 社会や人の役に立つよい行いや努力をする姿をほめ、大

人も見本となるよう心がけたり、声をかけたりしている。 

 子どもの話をよく聞いたり、親子のふれあいの時間

をとったりするように心がけている。 

 

授業は、分かりやすく工夫されている。 

子どもたち一人ひとりが大切にされ、認められる学校に

なっている。 

 

気になることがあれば、気軽に学校に相談できる。 

学校は、おたよりやホームページなどで学校の様子を

積極的に伝えている。 

 

今回のアンケート回答率は約５０％

でした。保護者の皆様からより多くのご

意見をいただき、学校運営に生かして

まりたいと思いますので、今後もオンラ

イン形式での実施となりますが、ご協力

をお願いします。 

100% 0% 


